
 

令和元年１１月７日 第１回総務企画専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市協賛取扱要項（案）について 

 

１ 目的 

  この要項は、那須塩原市で開催される第７７回国民体育大会「いちご一会

とちぎ国体」、第２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」及

び競技別リハーサル大会（以下「大会」という。）における協賛の取扱いにつ

いて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

２ 協賛の実施方法 

 ⑴ 協賛は、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市実行委員会（以

下「実行委員会」という）において受け入れる。 

 ⑵ 協賛の申込みは、協賛申込書（様式第１号）により行う。 

 ⑶ 実行委員会は、協賛の受け入れを決定し、これを受領したときは、協賛 

  受領書（様式第２号）を協賛者に交付する。 

 ⑷ 協賛の方法は、提供又は貸与とする。 

 ⑸ 協賛物品等の搬入、据付及び撤去等にかかる費用は、原則として協賛者 

  の負担とする。 

 

３ 協賛の形態 

 ⑴ 物品協賛 

  大会運営用物品や歓迎装飾用物品など具体的な物品提供。 

 ⑵ 広告協賛 

  実行委員会が実施する広報活動への支援。 

 ⑶ 施設協賛 

  企業等が所有する施設などの提供、貸与による支援。 

 ⑷ その他の協賛 

  その他、実行委員会が認めるもの。 

 

４ 協賛として受け入れられないもの 

 ⑴ 大会の趣旨に反するもの。 

 ⑵ 法令等に反するもの、及び公序良俗を乱すおそれがあると認められるも 

の。 

 ⑶ 青少年の健全な育成に支障を及ぼす恐れがあると認められるもの。 
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 ⑷ 政治活動、宗教活動にあたると認められるもの。 

 ⑸ その他実行委員会が適当でないと認めるもの。 

 

５ 協賛の表示 

  協賛物品等には、協賛者の意向に応じて、協賛者名を協賛物品等に直接文

字、イラスト等により表示することができる。ただし、協賛物品等に直接表

示することができない場合は、この限りではない。 

 

６ 謝意の表明 

  実行委員会は、協賛物品等の提供を受け入れたときは、協賛者に対し感謝

状等を贈呈することができる。また、状況に応じて、ホームページ等にその

旨を掲載することができる。 

 

７ 協賛の受け入れ期間 

  協賛の受け入れ期間は、大会終了までとする。 

 

８ その他 

  この要項に定めるもののほか、協賛の取扱いについて必要な事項は、別に

定めるものとする。 

 

   附則 

 この要項は令和 年 月 日から施行する。 

－2－



 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市協賛取扱基準 

 

１ 趣旨 

  この基準は、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市協賛取扱要項

（以下「取扱要項」という。）第８項の規定に基づき、協賛の謝意及び協賛の

表示について必要な事項を定める。 

 

２ 謝意実施基準 

  協賛者への謝意を表明する基準については、次のとおりとする。 

協賛者 評価額（相当額） 謝意表明 贈呈者 

企
業
・
団
体 

１０万円以上 感謝状 贈呈式 会長又は副会長 

１０万円未満 礼状 郵送 － 

個
人 

５万円以上 感謝状 贈呈式 会長又は副会長 

５万円未満 礼状 郵送 － 

 

３ 協賛者名掲載基準 

  協賛者名を掲載する基準については、次のとおりとする。 

協賛者 評価額（相当額） ホームページ 報告書等 協賛物品 
愛称等を使用 

したフレーズ 

企
業
・
団
体 

１０万円以上 
協賛者バナー貼付、 

写真及び記事掲載 

 

 

 

協賛者名

掲載 

 

 

掲載可能

物品全て

に協賛者

名掲載 

 

 

 

使用可 
１０万円未満 協賛者名掲載 

個
人 

５万円以上 写真及び記事掲載 

５万円未満 協賛者名掲載 

 

４ 備考 

 ⑴ 協賛物品等については、市価に金額換算して評価する。金額換算が困難 
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である協賛内容については、別途協議のうえ、上記に準じて評価する。 

 ⑵ 贈呈式については、協賛者の意向等を確認のうえ実施する。なお、時期 

については、協賛のあった後の直近に開催される総会、又は個別に実施する。 

 ⑶ 同一者から複数回にわたり協賛の申し出があった場合は、累積評価額に 

より謝意を表すこととする。 

 ⑷ 協賛者名の掲載先は、実行委員会ホームページ、報告書等、協賛物品と 

する。 

 ⑸ 愛称等を使用したフレーズの使用範囲については、商品や商品広告を除 

く自社の広報活動や社会貢献活動に限り、次の例により無償で使用できるも 

のとする。なお、協賛者の愛称等を使用したフレーズの掲載については、事 

前に準備委員会に内容確認のうえ使用することとする。 

 

 （例） 

第７７回国民体育大会 

○○○は、   いちご一会とちぎ国体 

いちご一会とちぎ大会 

いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会 

 

 

競技を応援しています。 

那須塩原市開催   の協賛企業です。 

○○競技会を応援しています。 

○○競技会の協賛企業です。 
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個人協賛にあたっての確認書 

 

 いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市実行委員会（以下「実行委員

会」という。）への個人協賛にあたっては、第７７回国民体育大会那須塩原市協

賛取扱要項（以下「取扱要項」という。）及び当該確認書の内容を予めご確認い

ただき、協賛申込書（様式第１号）の同意欄にチェックしたうえで申込みをお

願いいたします。 

 

１ 個人情報の取扱い 

 ⑴ 「取扱要項」及び「個人協賛にあたっての確認書」への同意が必要とな

ります。 

 ⑵ 氏名の公表に同意した場合、協賛物品並びに実行委員会ホームページ等 

に個人の名前を掲載することができます。なお、個人協賛における氏名公表 

についての詳細事項は、実行委員会と協議のうえ決定していくことになりま 

す。 

 ⑶ 実行委員会は、協賛申込書において知り得た協賛者の氏名、住所その他

の個人情報を、協賛の受け入れ、取扱い、各種連絡等において利用する場

合があります。 

 

２ 反社会的勢力の排除 

 個人協賛者は、次の各号に掲げる事項を確約するとともに、それに違反した

場合、いかなる理由でもその責任を負い、協賛の取消し・無効・損害賠償等の

いかなる措置にも異議申し立てをしないものとします。 

 ⑴ 個人協賛者が暴力団、暴力団関係企業、総会屋もしくはこれらに準ずる 

団体等を構成する者ではなく、反社会的勢力との間に特段の関係もないこと。 

 ⑵ 反社会的勢力に自己の名義を利用させて、協賛を行うものでないこと。 
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様式第１号 

協 賛 申 込 書 

年  月  日 

 

  いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市実行委員会 

  会長         様 

 

申込人 住   所 

    名   称 

    代表者氏名         印 

    電 話 番 号 

 

 那須塩原市で開催される第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」、第

２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」及び競技会リハーサ

ル大会の開催趣旨に賛同し、次のとおり協賛いたします。 

 

 

協 賛 物 品 等 

品目  

規格  

単価  

数量  

評価額  

協 賛 方 法    □提供    □貸与 

引渡予定年月日 年 月 日 

 

［個人協賛者は、下記にチェックをお願いします］ 

○ 「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市協賛取扱要項」及び別紙

「個人協賛にあたっての確認書」に同意します。 

□ 同意する 

○ 氏名の公表に同意します。 

□ 同意する     □ 同意しない 

【担当者連絡先】 

 所属名          

 氏 名          

 電 話          
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様式第２号 

協 賛 受 領 書 

年  月  日 

 

  住 所 

  氏 名          様 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市実行委員会 

会 長 

 

 那須塩原市で開催される第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」、第

２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」及び競技会リハーサ

ル大会の開催趣旨へのご賛同に基づき、次のとおり協賛物品等を受領しました。 

 

 

 

 

協賛受入物品等 

品目 
 

規格 
 

単価 
 

数量 
 

評価額 
 

協 賛 方 法    □提供    □貸与 

受 領 年 月 日 年 月 日 

 

参 考 事 項 
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令和元年１１月７日 第１回総務企画専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市広報基本計画（案）について 

 

１ 目的 

  第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」及び第２２回全国障害者

スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」（以下「大会」という。）に対する市

民の関心を高めるため、多様な媒体を積極的に活用し、効果的な広報活動を

展開するとともに、歴史・文化・自然・食・人など本市の多彩な魅力を全国

に発信する。 

 

２ 内容 

 ⑴ 愛称・スローガン等の活用による広報 

   大会を象徴する愛称・スローガン等の活用及び普及により市民への周知 

を図る。 

  ア 愛称・スローガン等の活用及び普及 

  イ マスコットキャラクターの活用及び普及 

  ウ 大会イメージソング・ダンスの活用及び普及 

 

 ⑵ 印刷物等による広報 

   愛称、スローガン、マスコットキャラクター等を活用して、各種印刷物 

や啓発用物品を作成する。 

  ア ポスター、パンフレット、ＰＲ広報誌の作成 

  イ 啓発グッズの作成 

  ウ 関係機関等の刊行物への掲載 

 

 ⑶ 多様な媒体による広報 

   多様なメディアを活用し、迅速かつ効果的な情報提供を行う。 

  ア ホームページやＳＮＳなどを利用した情報発信 

  イ 新聞、テレビ、ラジオ等の活用 

  ウ 市の広報誌等の活用 

 

 ⑷ 工作物等による広報 

   啓発用看板、横断幕等を効果的に設置し、大会開催を広報する。 

  ア のぼり旗、横断幕、懸垂幕等の設置 

第２号議案 
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  イ 歓迎看板等の設置 

  ウ カウントダウンボードの設置 

 

 ⑸ イベントによる広報 

   啓発イベントを開催するとともに、関係機関・団体等のイベント等と連 

携し、効果的な情報発信を行う。 

  ア 啓発イベントの開催 

  イ 市内での既存イベント等との連携 

  ウ 市のＰＲ活動との連携 

 

 ⑹ 大会報告書による広報 

   準備経過、開催状況、競技記録等の記録及び保存のため、大会報告書を 

作成し、後世に伝える。 

  ア 大会報告書の作成 
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令和元年１１月７日 第１回総務企画専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市市民運動基本計画（案）について 

 

１ 目的 

  市民一人ひとりが第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」及び第

２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」（以下「大会」とい

う。）開催の意義を理解し、市民総参加のもと一丸となってとちぎ国体を盛り

上げていくことで、地域の未来を担う人材の育成を図るとともに、市民協働

のまちづくりの推進につなげる。 

 

２ 内容 

 ⑴ 市民一人ひとりの参加で盛り上げる大会 

   市民一人ひとりがさまざまな機会を通じて大会に携わることにより、喜

びや感動を共有できる大会とする。 

  ア ボランティアへの参加の促進 

  イ 競技会場における観戦・応援の促進 

  ウ イベント等の開催 

 

 ⑵ おもてなしの心で迎える大会 

   全国各地から訪れる大会参加者や一般観覧者を心のこもったおもてなし 

で迎え、人と人との交流の輪を広げる大会とする。 

  ア 花いっぱい運動の実施 

  イ 応援のぼり旗の作成 

  ウ おもてなし料理の提供 

 

 ⑶ スポーツ・レクリエーション・障害者スポーツに親しむ大会 

   市民が生涯にわたってスポーツ・レクリエーションに親しむなど、「市民

ひとり１スポーツ」の推進を図るとともに、障害者スポーツの体験等を通

じ、市民相互の交流を深める大会とする。 

  ア 大会開催の広報 

  イ 競技体験等のイベントの実施 

 

 ⑷ 那須塩原市の魅力を全国に発信する大会 

   歴史・文化・自然・食・人などの那須塩原の魅力を生かし、地域や世 
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  代を超えた新たな出会いと交流を通じて「なすしおばらファン」を全国に

増やす大会とする。 

  ア 観光情報等の発信 

 

 ⑸ 美しく快適な大会環境をつくる大会 

   地域のクリーンアップ活動や花いっぱい運動等を通じて、美しく快適な 

  大会とする。 

  ア クリーンアップ活動への参加促進 
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令和元年１１月７日 第１回総務企画専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市市民運動アクションプラン（案）について 

 

趣旨 

 ２０２２年に開催する第 77 回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」及び第

22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」（以下「大会」という。）」

は、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」の中で、

那須塩原市民の総力を結集し、那須塩原市の将来像である『人がつながり 新

しい力が湧きあがるまち 那須塩原』の実現につながる大会を目指しています。 

 「大会」は、全ての市民がスポーツを「する」、「みる」、「ささえる」ことが

できる絶好の機会であり、スポーツの「楽しさ」、「喜び」、「感動」をより一層

体感できる大会として開催するために、市民総参加のもと一丸となってとちぎ

国体を盛り上げ、地域の未来を担う人材の育成を図るとともに、市民協働のま

ちづくりの推進につなげるための基本計画を具体化する、「いちご一会とちぎ国

体・とちぎ大会那須塩原市市民運動アクションプラン」を策定しました。 

 

活動内容 

１ 市民一人ひとりの参加で盛り上げる大会 

 ⑴ ボランティアへの参加の促進 

  ア ボランティアの募集 

    関係機関や団体と協力しながら、市民や学生、企業や各種団体等が大

会の競技運営、広報活動等、様々な分野で参加するボランティアを募集

する。 

 ⑵ 競技会場における観戦・応援の促進 

  ア 観戦促進 

    広報誌やホームページ、ＳＮＳを活用し、競技への関心を高め、市民

や各種団体等の来場を促す。 

  イ 学校観戦 

    小中学校の児童・生徒が、競技会を観戦できるよう、観戦機会を創出

する。 

  ウ 応援促進 

    イメージソング、いちご一会ダンス、応援グッズ等の活用により大会

を盛り上げる。 

 ⑶ イベント等の開催 

第４号議案 
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  ア カウントダウンイベントの開催 

    大会開催に向けて機運の醸成を図るため、大会開催までの節目となる

時期にカウントダウンイベントを開催する。 

 

  イ 炬火イベントの開催 

    市民参加による、地域の特色を活かした炬火イベントを開催する。 

 

２ おもてなしの心で迎える大会 

 ⑴ 花いっぱい運動・あいさつ運動の実施 

  ア 花いっぱい運動の実施 

    市民・団体・学校等へ協力を依頼し、リハーサル大会・本大会会場及

び市内を装飾する。 

  イ あいさつ運動の実施 

    大会ボランティアや小中学校の児童・生徒等に笑顔で元気なあいさつ

運動への協力を依頼し、活気あふれる大会とする。 

 ⑵ 応援のぼり旗の作成 

  ア 学校への作成依頼 

    全国から参加する選手・監督を激励するため、各都道府県の応援のぼ

り旗の製作を依頼する。 

  イ 競技会場への装飾 

    市内各競技会場に各都道府県の応援のぼり旗を設置、装飾する。 

 ⑶ おもてなし料理の提供 

  ア 協力団体等の募集 

    各競技会場において、おもてなし料理を担当する協力団体等を募集す

る。 

  イ おもてなし料理のふるまい 

    おもてなし料理の協力団体等により、競技会場において、那須塩原市

の食材を使ったおもてなし料理をふるまう。 

 

３ スポーツ・レクリエーション・障害者スポーツに親しむ大会 

 ⑴ 大会開催の広報 

  ア 大会開催の広報 

    市内で開催されているイベント等に、ブース出展など広報活動を行う

ことで機運の醸成を図る。 

 ⑵ 競技体験等イベントの実施 

  ア 競技体験等イベントの実施 

    市内で開催されるイベント等に本市開催競技の競技体験等のイベント

を実施することで、機運の醸成を図る。 
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４ 那須塩原市の魅力を全国に発信する大会 

 ⑴ 観光情報等の発信 

  ア ＳＮＳを利用した情報発信 

    ＳＮＳ等を活用し、那須塩原市の観光情報や特産品等の情報発信を行

う。 

  イ 観光情報誌・パンフレット等の配布 

    全国から訪れる方々に那須塩原市の魅力を伝えるため、駅の案内所や

競技会場において観光情報誌やパンフレット等を配布する。 

 

５ 美しく快適な大会環境をつくる大会 

 ⑴ クリーンアップ活動への参加促進 

  ア 清掃活動への参加促進 

    地域の清掃活動や競技会場となっている各施設の利用団体等に呼びか

けを行い、クリーンアップ活動への参加を促す。 

  イ 環境美化活動の促進 

    市民や各種団体等の協力を得ながら、競技会場周辺や市内各所の環境

美化活動を行う。 
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令和元年１１月７日 第１回総務企画専門委員会 審議 

 

 いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市歓迎・おもてなし基本計画（案）について 

 

１ 目的 

  選手や監督をはじめ、訪れる方々を温かくお迎えするとともに、本市の多

彩な魅力に広く触れていただき、多くの方に「なすしおばらファン」になっ

ていただけるよう、心のこもったおもてなしを提供する。 

 

２ 内容 

 ⑴ 案内所の設置 

   大会参加者及び一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の便宜を図 

るため、競技会場、主要駅その他必要な場所に案内所を設置し、競技、会場、 

宿泊、交通、観光、特産等の案内を行う。 

 

 ⑵ 休憩所の設置 

   大会参加者等の憩いの場、交流の場、おもてなしの場として競技会場に 

休憩所やふるまいコーナー等を設置する。 

 

 ⑶ 売店等の設置 

   大会参加者等の便宜を図るため、関係機関及び関係団体等の協力を得て、 

競技会場に売店等を設置し、地元特産品等の紹介及び販売を促進する。 

 

 ⑷ 歓迎装飾の設置 

   大会参加者等を歓迎するとともに、開催機運を高めるため、競技会場や 

主要駅、その他必要な場所に歓迎装飾を行う。 

 

 ⑸ 接遇意識の高揚 

   大会参加者等に心のこもったおもてなしを提供できるよう、関係機関・

団体等の協力を得て、接遇意識の高揚に努める。 

第５号議案 
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令和元年１１月８日 第１回競技式典専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市競技運営基本計画（案）について 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」において本市で開催される競技会

の運営については、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計

画」に基づき、円滑で効率的な運営を行うため、県、競技団体、関係機関及び関係団

体等との連携を強化し、準備に万全を期する。 

 

２ 内容 

⑴ 競技会の運営 

競技会の運営については、県、競技団体、関係機関及び関係団体等と緊密に連携

を図り、広範多岐に渡る業務を円滑に運営できるよう、幅広い市民参加を含む体制

づくりを行う。 

 

⑵ 競技役員等の編成 

競技役員等の編成については、県、競技団体等と十分協議のうえ、適正な配置を

行う。 

 

⑶ 競技会場、練習会場の確保・整備 

競技会場、練習会場の確保・整備については、県、競技団体及び施設管理者等と

十分協議のうえ、計画的かつ効率的に行う。 

 

⑷ 競技用具の整備 

競技用具の整備については、県、競技団体及び施設管理者等と十分協議のうえ、 

現有する用具を活用しながら、競技運営に支障のないよう、計画的かつ効率的に行

う。 

 

 ⑸ 競技記録 

 競技記録の収集及び速報については、県、競技団体及び関係機関等と連携を図り

ながら、迅速かつ正確に処理できる体制づくりを行う。 

 

 ⑹ リハーサル大会 

 リハーサル大会の開催については、競技会運営能力の向上を図るとともに、「い

ちご一会とちぎ国体」に対する市民の機運醸成を図るため、県、競技団体及び関係

機関等と協力して開催する。 

第６号議案 
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令和元年１１月８日 第１回競技式典専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市式典基本計画（案）について 

 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」において本市で開催する式典につ

いては、大会参加者への歓迎、賞賛を表すものとし、「いちご一会とちぎ国体・とち

ぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」に基づき、簡素な装飾や演出に努めながら創意

工夫をこらし、本市の特色を生かした式典とする。 

 

２ 内容 

⑴ 競技会開始式 

競技会開始式は、実施の有無を競技団体等と協議し、実施する場合にあっては競

技運営に支障のないよう簡素化に努める。 

 

⑵ 表彰式 

表彰式は、競技団体等と協議、協力して実施し、競技会終了にふさわしいものと

する。 

 

⑶ 式典音楽 

式典で使用する音楽は、ＣＤ等の活用を図るなど簡素化に努める。 

 

⑷ 炬火イベント 

炬火イベントは、開催機運を高めるために、本市の特色を活かし、市民が親しみ

を持てるよう、創意工夫を凝らして実施する。 

 

 

 

 

 

第７号議案 
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令和元年１１月８日 第１回競技式典専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市施設整備基本計画（案）について 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」において那須塩原市で開催される

競技会の施設整備については、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推

進総合計画」に基づき、既存施設の有効活用を図るとともに、競技運営に支障のない

よう整備を行う。 

 

２ 内容 

⑴ 競技施設の整備 

競技施設の整備については、競技運営に支障のないよう、県、競技団体及び施設

管理者等と十分協議のうえ、出来る限り既存施設を活用し、仮設での対応を含め、

最小限の整備にとどめる。 

 

⑵ 練習会場の整備 

練習会場の整備については、県、競技団体及び施設管理者等と十分協議のうえ、

出来る限り既存施設を活用する。 

 

⑶ 臨時仮設物の整備 

競技施設、観客席、案内所等の臨時仮設物については、県、競技団体及び施設管

理者等と十分協議のうえ、整備する。  

 

⑷ 仮設給排水施設整備 

接待所、仮設トイレ等で、仮設給排水施設が必要と認められる箇所については、

施設管理者等と十分協議のうえ、整備する。 

 

 

第８号議案 
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令和元年１１月８日 第１回競技式典専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市リハーサル大会開催実施計画（案）について 

 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」の開催に備え、「いちご一会とち

ぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」に基づき、競技会運営能力の向上

と市民の国体や競技に対する関心を高め、理解を深めるため、県、競技団体、関係機

関及び関係団体等と協力して競技別リハーサル大会（以下「大会」という。）を開催

する。 

 

２ 大会の選定 

大会は、県及び競技団体との協議により選定する。 

 

３ 大会運営 

大会の運営は、原則として国体に準じて実施するものとし、競技団体と協力し、目

的や実情に応じ、必要最小限の経費において創意工夫を凝らして、質の高い効率的な

大会運営に努める。 

 

４ 内容 

⑴ 実施本部の設置 

大会運営に万全を期するため、大会実施本部を設置する。 

 

⑵ 競技運営 

ア 競技運営の主管は、競技団体とし、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩

原市実行委員会との緊密な連携のもと、業務分担を明確にすることで合理的かつ

効率的な運営に努める。 

イ 競技役員等の編成は、原則として国体に準じて行うが、競技団体等の実情に応

じた編成とする。 

ウ 競技記録の収集及び速報については、競技団体と連携を図りながら、迅速かつ

正確に処理できる体制づくりを行う。 

 

⑶ 施設 

大会で使用する施設は、国体で使用する会場を充てることを原則とし、できる限

り国体と同じ条件により行う。また、大会運営に必要な仮設施設は、県、競技団体

及び施設管理者等と十分協議のうえ整備する。 

第９号議案 
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⑷ 競技物品 

大会に必要な競技物品については、既存物品を活用することとし、不足する場合

は、借用での対応を基本とする。また、物品を新たに購入する場合は、必要最小限

とする。 

 

⑸ 式典 

ア 開・閉会式及び表彰式 

開・閉会式及び表彰式は、競技団体等と協議のうえ、必要に応じて競技運営に

支障のないよう実施する。 

イ 式典音楽 

式典で使用する音楽は、ＣＤ等の活用を図るなど、簡素化に努める。 

 

⑹ 宿泊・医事・衛生 

ア 宿泊 

大会参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるよう、関係機関等の協力を

得て、快適な宿泊環境の提供に努める。 

イ 医事・衛生 

大会参加者及び一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）が十分な活躍と

観覧ができるよう、関係機関等の協力を得て医療救護体制を整えるとともに、清

潔で快適な環境の整備に努める。 

 

⑺ 輸送・交通 

大会参加者等の輸送については、原則として既存の公共交通機関を利用する。た

だし、競技会場・宿泊施設間の公共交通機関の状況や、競技の特殊性等を勘案し、

必要に応じて計画輸送を行う。 

 

⑻ 広報・市民運動 

国体開催に対する市民の理解を深め、市民総参加の実りある大会を実現するため、

各種広報活動及び市民運動を展開する。 

 

⑼ 歓迎・おもてなし 

大会参加者等を温かく迎えるため、必要に応じて各競技会場等に歓迎装飾、案内

所、休憩所等を設置する。 

また、関係機関等の協力を得て、必要に応じて各競技会場に売店等を設置する。 

 

 ⑽ 警備・消防防災 

大会を安全かつ円滑に運営するため、関係機関等と連携し、雑踏事故、火災その

他の災害・事故等の未然防止に努める。 
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⑾ その他 

この計画に定めるもののほか、大会開催に必要な事項は、「いちご一会とちぎ国

体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画【年次計画】」の各種基本計画に準じ

て実施する。 
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令和元年１１月８日 第１回宿泊衛生専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市宿泊基本計画（案）について 

 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」に参加する選手、監督、役員、視

察員、報道員及びその他関係者（以下「大会参加者」という。）の宿泊については、大

会参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるよう万全を期すために、「いちご一会

とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」に基づき、安全で快適な宿泊

環境を整えるともに、より多くの方々の受入れができる効率的な配宿体制の確立を目

的とする。 

 

２ 内容 

⑴ 宿舎 

ア 大会参加者の宿舎は、原則として市内の旅館（旅館業法の許可を受けて営業を

行う旅館、ホテル及び簡易宿所を言う。以下同じ。）を利用する。 

イ 市内の旅館で大会参加者の収容が困難な場合は、県、関係機関及び関係団体等

と協議のうえ、公共施設、近隣市町の旅館等を利用する。 

ウ 風紀上、衛生上及び安全対策上支障があると認められる宿舎は利用しない。 

 

⑵ 配宿 

ア 選手、監督及び競技会に関わる役員の配宿は、競技会場及び練習会場までの交

通状況等を考慮し、大会運営に支障のないよう留意して行う。 

イ 選手及び監督の配宿は、都道府県別、競技別、競技種別及び男女別を考慮して

割り当てる。 

ウ 役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として選手及び監督とは別にする。 

エ 大会参加者を近隣市町の宿舎に配宿する場合は、県と協議して行う。 

 

⑶ 宿泊料金 

大会参加者の宿泊料金は、県と旅館等の関係団体との間で協議し、公益財団法人

日本スポーツ協会において決定したものを適用する。  

 

⑷ 食事 

大会参加者に提供する食事は、衛生的で栄養バランスがよく、地元の食材を取り

入れた郷土色豊かなものを提供する。 

第１０号議案 
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令和元年１１月８日 第１回宿泊衛生専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市医事・衛生基本計画（案）について 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」に参加する選手、 監督、役員、

視察員、報道員及びその他関係者並びに一般観覧（以下「大会参加者等」という。）

の医事・衛生については、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進

総合計画」に基づき、大会参加者等が十分な活躍と観覧がでるよう、医療救護体制を

整えるとともに、清潔で快適な環境の整備に努める。 

 

２ 内容 

⑴ 医療救護 

ア 大会参加者等の傷病の発生に速やかに対処するため、関係機関等の協力を得て、

各競技会場に救護所を設置するとともに、応急処置及び必要に応じた医療機関

への移送等、医療救護体制を整える。 

イ 救護所及び救急車等の利用に要した経費を除き、医療費は受診者の負担とする。 

 

⑵ 防疫 

大会参加者等の感染症の発生を防止するため、関係機関及び関係団体等の協力を

得て、防疫体制を整えるとともに、衛生に対する意識の向上を図る。  

 

⑶ 食品衛生 

 大会参加者等の食中毒の発生予防に努め、飲食物の安全を期するため、関係機関

及び関係団体等の協力を得て、宿舎及び食品取扱施設等の監視、指導を行うととも

に、食品衛生に対する意識の向上を図る。 

 

⑷ 環境衛生  

 大会参加者等に清潔で快適な環境を提供するため、関係機関及び関係団体等の協

力を得て、環境衛生に対する意識の向上を図るとともに、広く市民の協力を得て、

宿舎、競技会場等における環境衛生の取組を推進する。 

 

第１１号議案 
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令和元年１１月１１日 第１回輸送交通専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市輸送・交通基本計画（案）について 

 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」に参加する選手・監督、役員、視

察員、報道員その他関係者（以下「大会参加者」という。）及び一般観覧者の輸送・

交通については、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」

に基づき、交通状況等に十分配慮しながら、安全かつ効率的な輸送を行うものとす

る。 

 

２ 内容 

⑴ 輸送対策 

ア 輸送原則 

 輸送に当たっては、原則として既存の公共交通機関の利用を促進し、料金は自

己負担とする。 

イ 計画輸送 

 競技会場、練習会場又は宿泊施設への輸送の場合において、公共交通機関の状

況や競技の特殊性等から必要と認めるときは、指定集合地を設けたうえで計画輸

送を行う。 

ウ 競技共催市町間の輸送 

 他市町と共催で行う競技に係る競技関係者の輸送については、当該市町と協議

のうえ、別に定める。 

 ⑵ 交通対策 

ア 交通規制 

 大会参加者関係車両及び一般観覧者車両の安全かつ円滑な運行を図るとともに、

一般交通に与える影響を最小限にとどめるため、所轄警察署その他関係機関と協

議のうえ、必要に応じて交通規制等の対策を講じる。 

イ 交通の整理誘導 

 大会参加者関係車両及び一般観覧者車両の安全確保を図り、目的地に迅速に到

着させるため、競技会場及び練習会場の周辺道路に案内標識を掲出するとともに、

必要に応じて整理誘導員を配置する。 

 

⑶ 駐車場対策 

ア 駐車場の確保 

第１２号議案 
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駐車場は、競技会場及び練習会場並びにその周辺における確保に努め、必要に

応じて駐車場整理員の配置や臨時駐車場の整備を検討するとともに、駐車場が遠

隔地になるときは必要な措置を講じる。 

イ 駐車場の利用 

大会参加者関係車両の駐場場利用については、運営上必要と認められるものに

限定し、駐車場への誘導を円滑に行うため、事前に許可証等を交付するなど必要

な措置を講じる。 

また、一般観覧者については、駐車場の利用を最小限に留めるため、自家用車

での来場の自粛を積極的に呼び掛けるなど必要な措置を講じる。 

 

 ⑷ 環境への配慮 

大会期間中における環境への負担の軽減と交通混雑の緩和を図るため、公共交

通機関等の積極的な利用と自家用車の利用自粛を推進する。 
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令和元年１１月１１日 第１回輸送交通専門委員会 審議 

 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市警備・消防防災基本計画（案）について 

 

１ 目的 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」における警備・消防防災対策につ

いては、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市開催推進総合計画」に基づ

き、関係機関及び関係団体等との緊密な連携のもとに、警備・消防防災体制の確立を

図り、安全・安心かつ円滑な大会運営が行われるよう、万全を期することを目的とす

る。 

 

２ 基本事項 

⑴ 警備対策 

ア 競技会場、練習会場及び宿泊施設等（以下「競技会場等」という。）における雑

踏事故、その他の事故及び事件の防止を重点とした適切な警備措置を講じる。 

イ 大会期間中は、関係機関及び関係団体等の協力を得て、防犯対策を推進し、犯

罪の防止に努める。 

 

⑵ 消防・防災対策 

ア 競技会場等の火災、その他の災害の予防並びに災害発生時における情報伝達、

避難誘導及び救急救助に関する諸対策を講じる。 

イ 大会期間中の火災、その他の災害の未然防止及び災害発生時の被害の軽減を図

るため、防火・防災意識の高揚を図る。 

  

⑶ 大規模災害・突発重大事案対策 

 那須塩原市地域防災計画を踏まえ、大規模災害及び突発重大事案の発生時におけ

る情報収集・伝達、避難誘導、被害の拡大防止、救急・救助、救急医療等に関する

諸対策を講じる。  

 

⑷ 関係機関との連絡調整  

 警備・消防防災対策の円滑な推進を図るため、関係機関等と緊密な連携を図ると

ともに、連絡体制を確立する。 
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